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　「冬休み親子リサイクル工作教室」が皆瀬生涯学習セン
ターで開かれ、親子３組が参加しました。
　この教室は、捨てられたペットボトルキャップがどのよ
うに処理されるかを親子で学び、水質汚染や環境破壊につ
いて簡単にわかりやすく学ぶことを目的としています。
　参加者は、講師からマンツーマンでレクチャーを受け、
ペットボトルキャップを使い制作したコマやヨーヨーで遊
んだり、アイロンで溶かして作ったアクセサリーを見せ合っ
たりしていました。

1月11日　冬休み親子リサイクル工作教室

身近な物から考える地球環境

　市役所本庁舎において、人権擁護委員を昨年末に退任さ
れた髙

たか

階
がい

豊
とよ

太
た

さんへ、秋田地方法務局大曲支局佐
さ

藤
とう

伊
い さ お

左夫
支局長より、法務大臣からの感謝状が贈呈されました。
　髙階さんは、平成25年から長年にわたり人権思想の普及
などに努め、今回その功績が認められたものです。
　佐藤支局長は、「長年の経験を生かし、今後も地域におけ
る人権擁護思想の啓発に努めてほしい」と謝辞を述べました。
※写真左から、高

たかはし

橋保
たもつ

福祉保健部長、髙階さん、佐藤支局長、

堀
ほりうち

内新
しんいち

一大曲人権擁護委員協議会会長

1月20日　退任の人権擁護委員に感謝状を贈呈

人権擁護思想の普及に尽力

かがやけ !
愛宕幼稚園
さくら組

　湯沢市雄勝郡剣道連盟主催の「第47回３時間立切試合」
が総合体育館で行われました。
　基

もとだち

立と呼ばれる剣士２人が、３時間でそれぞれ33人の挑
戦者と休みなく試合をし、気力と体力の限界に挑戦。今年
は、基立の１人を、湯沢高等学校教諭の河

かわむら

村祐
ゆう

太
た

郎
ろう

さん（段
位６段）が務め、太鼓の音を合図に次々に代わる挑戦者を
果敢に攻め続け、声援と歓声の中、見事に立ち切りました。

1月18日　第47回３時間立切試合

気力と体力の限界に挑む

　湯沢市観光物産協会（会長：伊
い

藤
とう

明
あけ

美
み

、写真左）が秋田エプ
ソン株式会社（代表取締役社長：平

ひら

田
た

潤
じゅん

）から提供を受けた、
バイオマスプラスチック製の『犬っこしんこ細工（模型）』
3,000体が市内小学校の児童に寄贈されました。
　伊藤会長は「子どもたちに喜んでもらえたらうれしい。
伝統文化を身近に感じてほしい」と話し、武石教育長に『犬っ
こしんこ細工（模型）』を手渡しました。

2月2日　『犬っこしんこ細工（模型）』寄贈

伝統文化に触れ  もの作りの楽しさを

　高校入試を控えた皆瀬中学校の３年生を応援しようと、
皆瀬地域自治組織主催の「皆瀬中学校受験生応援プロジェ
クト」が皆瀬地域のかえで庵で開催されました。
　「スルスル問題を解いてほしい」という願いが込められた
皆瀬産そば粉の手打ちそばと皆瀬牛のステーキが振る舞わ
れ、参加した生徒は「受験への不安もあったが、気持ちが
前向きになった。合格できるよう勉強を頑張りたい」と意
気込みを新たにしていました。

1月26日　皆瀬中学校受験生応援プロジェクト

皆瀬の味で  受験生にエール！

　東京都荒川区のアートホテル日暮里ラングウッドで「第
19回首都圏ふるさと湯沢会総会」が開催されました。
　会場には、首都圏在住の市出身者や市にゆかりのあるか
たがたなど、約130人が集まりました。参加者の皆さんは、
ふるさと湯沢の現在の様子に熱心に耳を傾け、故郷への思
いを新たにしました。
　総会後の懇親会ではあちこちで思い出話に花が咲き、首
都圏にいても改めて「湯沢の絆」を強く感じる、笑顔あふ
れる一日となりました。

2月8日　第19回首都圏ふるさと湯沢会総会

首都圏で深める「ふるさとの絆」

　東京都中央区にあるアキタコアベースで「ゆざわファン
ミーティング」を開催しました。首都圏在住の市にゆかり
のあるかたがたなど“ゆざわファン”19人が参加。市長を
囲んでのトークセッションや参加者同士の交流を通じ、「自
分と湯沢の関わり方」を熱く語り合い、夜のひとときを過
ごしました。
　距離が離れていても湯沢を想う心がつながる、温かな時
間となりました。

2月7日　ゆざわファンミーティング with 市長

夜の東京で市長と共に湯沢を語る

　湯沢南中学校のボランティア活動「大好き湯沢プロジェク
ト」を通して同校の生徒たちが感じた想いや気づきを、市
に伝えるために佐藤市長を招き、提言発表を行いました。
　当日は全校生徒が参加し、生徒代表の３人が人口減少対
策や市の知名度アップをテーマに提言発表。グループディ
スカッションも行われ、生徒たちが感じている市の課題や
魅力について市長と意見交換する様子が見られました。

2月2日　湯沢南中学校生徒による提言発表

中学生が考える 湯沢の未来

問 ふるさと未来創造部情報政策課元気・魅力発信班（☎56-8387    koho@city.yuzawa.lg.jp）

※申込みは、メール本文に「氏名」「住所」「電話番号」「お子さ
んの名前・生年月日」「メッセージ（希望者のみ）」「必要部数（10
部以内）」「希望する発行号」を記入し、写真を添付してください。

※写真データは１メガバイト以上のものを推奨します。

※お届けまで約１カ月お時間をいただきます。

　お子さんの写真（電子データ）をメールでお

送りいただいた方に、表紙の写真を差し替えた

「広報ゆざわコネクト」をプレゼントします。

■対　象　１歳になるまでの赤ちゃん

あなただけの

広報ゆざわ広報ゆざわ

コネクトコネクト


